
 

 保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から感謝を申し

上げます。 

 さて、本年４月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、その概要をお

知らせいたします。本校では、この調査結果を踏まえ、児童の学力向上に向けた行動プランを作成し、学校の教育

計画や日常の授業の改善に取り組んでまいります。 

           

 

 
① 領域別の結果 

【話すこと・聞くこと】 

  この領域の問題は３問でした。本校の

正答率は全国を下回っていますが、話し

手の意図を捉えながら聞き自分の考え

をまとめる問題については全国を上回

りました。無解答率は全国を下回ってい

ます。 

 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関す

る事項】 

  この領域の問題は５問で、正答率は全

国を上回っています。特にことわざの意

味を理解して自分の表現に用いる問題

は全国を大きく上回りました。無解答率

は全国を下回っています。 

 

【読むこと】 

   

令和元年度 全国学力・学習状況調査の結果     

全国の平均正答率と比較して高い結果でした。 国語 

※全国を100 

とした場合の値 

★正答率が高かった問題 

千歳市立千歳第二小学校 



 

 

 

 

 この領域の問題は３問で、正答率は全国と同様

で、読む力は着実に育っています。特に目的に応

じて本や文章全体を概観して効果的に読む力が多

くの児童に身についています。本校では無解答の

児童はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【書くこと】 

 

 

 

正答：２ 正答率：93.0% 

無解答率：0% 

★正答率が低く、課題の見られた問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この問題の領域は３問で、各問題とも正答率は全国を上

回っています。今回取り上げた、「目的や意図に応じて自分

の考えを明確にし、まとめて書く」問題は全国の児童もも

っとも苦手としていました。本校の無解答率は全国と比べ

て低く、粘り強く問題に取り組もうとする状況が見られま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 正答率の分布 

正答数が５問の児童の割合は

全国より高くなっていますが、

８問以下の割合は全国よりやや

低くなっています。一方正答数

が１０問以上の児童の割合は、

１２問を除き、全国を上回って

おり、中・上位層が多い状況が

見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答：（例） 

（なぜなら、）公衆電話は、主にけいたい電話を使うこ

とができないときに必要とされていたり、きん急のと

きにも使うことができたりするからです。 

正答率：33.3% 無解答率：1.8% 

【今後の学校における指導】 

★「書くこと」領域について 

・話すこと、聞くことの学

習とも関連を図り、児童が

話しを聞くときには大切

なことを押さえながら聞

くことを意識させる指導、

相手や目的意識を明確に

して書かせる活動を充実

します。 



 

 
① 領域別の結果 

【数と計算】 

この領域の問題は７問で、正答率は問

題により違いはありますが、平均すると

全国とほぼ同様でした。本校の無解答率

は全国と比べて低い結果でした。 

 

【図形】 

この領域の問題は２問で、正答率は全

国とほぼ同様の結果でした。図形の性質

や構成要素に着目して図形を観察・構成

したり、図形について筋道を立てて考察

し表現したりする力が着実についていま

す。無解答の児童はいませんでした。 

 

 

【数量関係】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 この領域の問題は７問で、正答率は全国とほぼ同様でした。グラフから資料の特徴や傾向を読み取る力が身に

ついていますが、それらを関連づけ判断した理由を言葉や数を用いて表現する力に課題が見られました。無解答

の児童はいませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の平均正答率と比較して同様の結果でした。 算数 

※全国を100とした場合の値 

★正答率が高かった問題 

正答：３ 

正答率：98.2%  無解答率：0% 



 

【量と測定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この領域の問題は３問で、正答率は全国平均をや

や下回りました。特に上に載せた、示された図形の

面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述す

る内容に課題がみられました。無解答率は全国を下

回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答： 

20は、長方形の面積を表しています。 

４は、三角形の面積を表しています。 

20－４は、長方形の面積から三角形の面積

を引いていることを表しています。 

正答率：36.8%  無解答率：7.0% 

★正答率が低く、課題の見られた問題 



② 正答率の分布 

正答数が８問と11問の児童

の割合がそれぞれ全国より高

くなっています。12問以上の

児童の割合は全国を下回って

おり、いわゆる上位層が少ない

状況が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の学校における指

導】 

★「量と測定」領域につい

て 

・授業の中で、言葉や数、

図、表、グラフなどを用

いて、筋道を立てて説明

したり論理的に考えたり

して、自ら納得したり他

者にわかりやすく説明し

たりする活動を充実しま

す。 


